
簡単に着脱できるマグネット式にして、
留め金を無くしました。多彩なカラー
と素材展開で、どんなスタイルにも対
応できます。
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　4月6日、デビアスグ
ループは新型コロナウィル
スへの対応を支援すべく、
ボツワナとナミビアに250
万ドルを寄付すると発表
した。
　今回の寄付は、デビア
スグループが採掘を行う
4カ国（ボツワナ、ナミビア、
南アフリカ、カナダ）の政
府とコミュニティを支援す
るための活動の一環。医
療品の調達、物流支援、
脆弱性評価の支援、援助
を必要とする世帯のため
の食物確保、コミュニティ

への水の供給、コミュニティにおける新
型コロナウィルスに関する認知拡大と
教育、そして地域のクリニック支援が
含まれる。
　同グループCEOのブルース・クリー
ヴァー氏は「我々が共に生き、働くこれ
らの国々の医療現場のプロたち、コミュ
ニティのリーダーたち、そして新型コロ
ナウィルスに立ち向かう全ての人々を
支援します。我々を受け入れてくれるコ
ミュニティに改めて当社のビジネスの
焦点を向け、このパンデミックへの対
策を支援します。我々の優先事項は明
らかです。それは、コミュニティのための
危機対策を備え、緊急時の対応を支
援し、経済的回復を果たすためのパー

トナーとなることです。デビアスグルー
プで働くひとりひとりが、今この困難な
状況において彼らに寄り添い、これか
ら回復し生まれ変わっていくための
パートナーとなれることを誇りに思って
います。」とコメントしている。
　また同グループは事業を行う地域社
会に対して、効果的で必要に応えるサ
ポートを行うことができるよう、包括的
な「コミュニティ対策プラン CRP:
Community Response Plan）」を作
成。コミュニティの真のニーズを理解
し、パンデミックの時期においても、そ
の後の経済回復の時期においても、同
グループが正しい時に正しい支援を行
えるよう、同プランは地域社会、伝統的

な信仰指導者、政府機関などからの
様々な意見を取り入れてまとめられた。
　更に同グループは、政府やコミュニ
ティのリーダーと定期的な話し合いを
続け、危機対策を支援していく。カナダ
および南アフリカに対する支援につい
ては、追って発表するとした。

　ハイジュエラーブルガリは、3月に新
型コロナウイルスのさらなる蔓延を防
ぐため、ICR社製の消毒剤を用いたハ
ンドクレンジングジェルを生産し、新型
コロナウイルスと日々向きあうイタリア
の関係機関へ寄付した。
　同社は、新型コロナウイルスの撲滅
において科学界と医学界を支援しつづ
けている。スパランツァーニ病院への
寄付による最先端の3D顕微鏡を納品

してから1カ月が経過し、ブルガ
リは新型コロナウイルスの予防
とウイルス撲滅のため、イタリア

全土へのさらなる貢献を発表した。
　長きにわたりパートナーシップを締結
するICR社（Industrie Cosmetiche
Riunite S.p.A）とともに製品を生産
し、数十万本のハンドジェルがイタリア
市民保護局（Protezione Civile）を
通じ、すべての医療施設に優先的に支
給された。
　同グループCEOのジャン-クリスト
フ・ババン氏は、「イタリアを象徴するブ

ランドであるブルガリは、イタリア経済
に大きな影響をもたらすため、新型コロ
ナウイルスの感染予防、治療、撲滅に
つながる国の取り組みに寄与する責任
があると信じています。フレグランスの
専門知識のおかげで、私たちはICR社
とともに『消毒剤付きのハンドクレンジ
ングジェル』を生産することができまし
た。私たちが直面する困難な状況に、
私たちのノウハウと生産設備で貢献す
ることが私たちの義務であると考えて
おり、ジェルの取りまとめと供給を担当
するイタリア市民保護局に感謝いたし

ます」とコメントした。
　また、同社はラグジュアリー業界の
世界的なリーダーであるLVMHグルー
プに属しており、同グループは先週フラ
ンスの衛生当局に支援することを発表
し、香水と化粧品の研究所にて週50ト
ンの消毒ジェルを生産し、フランスの病
院に寄付している。また、中国のサプラ
イヤーに大量のマスクを発注し、まず
1000万枚のマスクがフランスに届けら
れる。さらに数百万枚のマスクをイタリ
アとスペインに届けることも検討してい
る。

　4月6日、ティファニー財団は、新型コ
ロナウイルス（COVID-19）関連の取り
組みに対する100万米ドルの寄付を発
表した。当面の緊急策として、まずは世
界保健機構（WHO）の要請により国連
財団が設立したCOVID-19連帯対応
基金に75万米ドル、ニューヨーク・コ
ミュニティ・トラストによるN YC 
COVID-19レスポンス&インパクト基金
に25万米ドルを割り当てた。また、ティ
ファニーでは、従業員の寄付を全額、
COVID-19に影響を受けた人々の救済
を目的とする非営利団体に寄付する。
　1837年の創業以来、ティファニー
は、成功を収める企業は産業を超えた
より大きなコミュニティに対する責任を
負っているという信念に基づき、様々な
活動を行ってきた。今こそ、これまで以
上に、コミュニティが一致団結する必
要がある。この取り組みにより、ティファ
ニーでは、ブランド誕生の地である
ニューヨークをサポートする一方で、
地球規模での緊急のニーズに対応す
ることが可能となるとしている。

ティファニーのチーフ・サステ
ナビリティ・オフィサーであるア
ニサ・カマドリ・コスタ氏は「地

球規模の健康危機に直面している今
こそ、私たち一人ひとりが、グローバル
コミュニティの緊急のニーズに対処し
ていかなければなりません。ティファ
ニーでは、ブランドの誕生の地である
ニューヨークをはじめとするCOVID-
19の影響を受けた地域社会に対して
緊急の救援策を提供している組織を
支援できることを大変誇りに思いま
す。」と述べている。
　さらに、ティファニー財団は、500を
超える他の慈善団体と共に、「COVID
-19流行中の慈善事業の取り組みに
関する誓約」にも署名した。この誓約
は、支援者がこの困難な時代に迅速か
つ自信を持って対応することができる
よう、必要な支援を柔軟なかたちで提
供する準備ができていることを示す、当
財団から助成金受領者へのシグナル。
その目標は、ティファニー財団が助成
する団体や一般の人々に対して、今現
在、慈善活動が非営利セクターと足並
みをそろえていることを知らせることと
している。

ティファニー財団がCOVID-19
救済基金に100万米ドル寄付

　6月3日に予定していた
ジュエリータウンおかちまち
有志による恒例の「第104回
JTOフェア」は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により発
令された緊急事態宣言に伴
い、感染拡大防止のため中
止を4月14日付で発表した。 

　ビジョンケアを基本に、国家試
験に受かった人だけが検眼をで
きる専門職制度（オプトメトリー
国家資格）の確立を目指す、日本オプトメ
トリック協会（JOA。森一成会長）が主催
する「第79回オプトメトリスト認定試験」
の学科試験（2月5・6日）が仙台、東京、
山梨、名古屋、大分の5会場で、「第30回

オプトメトリスト検眼実技試験」（2月26
日）が名古屋で実施され、新たに2名の
JOA認定オプトメトリストが誕生した。こ
れにより合計で594名（男子408名、女子
186名）となった。

　合格者は、北上喜崇さん、河
野翔馬さん（共に、キクチ眼鏡専
門学校全日制2019年度卒業）。

　なお、認定証授与式は3月19日のキ
クチ眼鏡専門学校卒業式に引き続き
執り行われた。＊新型コロナウイルス感
染対策の一環として、簡略化短時間で
行なわれた。 
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新たにJOA認定オプトメトリスト
2名が誕生。合計で594名に

　セイコーウオッチ㈱は、新型コロナウ
イルスの影響を受け、4月13日付にて、
新製品の発売時期について、すでに案
内しているものから変更になることが
あることを、公式ホームページに掲載
し知らせている。
　また、不便と迷惑をかけるが理解を
と呼びかけている。　

　大阪眼鏡卸協同組合（西村
文子理事長）は、準備を進めて
いた5月に開催予定の「第56回
EGF展」を、新型コロナウイルス
感染拡大の影響に伴い、苦渋
の決断ながら、出展者・来場者
の健康を最優先に考え、中止す
ることを4月3日付で発表した。
　また、出展各社・関係者に迷
惑をかけるが、理解をと願っ
た。　

セイコーウオッチの
新製品の発売時期について
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　2020年4月8日日本で「非常事態宣 言」が効力を発揮したまさにその日、中
国では77日ぶ
りに武漢の封
鎖 が 解 か れ
5 .5万人が市
外へ出た。「高
速鉄道、飛行
機などの運行
が再開し、高速
道路の封鎖も
解かれた」どう
やら中国はコロ
ナウィルスと五
分の戦いには

持ち込んだようではある。
　2月23日コロナの猛威の最中、習近
平は対策会議の席上、この騒動を「建
国以来、最も感染が早く、最も範囲が
広く、最も予防と制御が難しい公衆衛
生事件」と述べている。世界の指導者と
いわれる人たちの中でこのコメントは秀
逸である。「建国以来」が中国5000年
の歴史を意味するのか中共立国を指し
ているのか不明だがこの表現から強烈
な危機感が伝わる。後に続く「最も感染
が、、、」の文言にも国民を安堵させるよ
うな気遣いはなくこの事件がいかに深
刻なものであるかを簡潔にまとめてあ
る。要するに楽観や油断の余地のない
ような現実認識が根底にあるというこ
とだ。そのうえで、本当にその危機感を
習とその幹部が共有しその通りに行動
したことにある。政治的独裁国家である
ことを割り引いても、コロナ対策の徹底

ぶりがそのことを示している。あくまでも
「公衆衛生事件」なのである。
　日本中枢の身構えはどうか。
　それがはっきりしない。中国からの
入国制限あたりから全国小中学校一
斉休校まではコロナ感染防止が最優
先だったものが、休校による補償の世
論が盛り上がるとそこからは経済的危
機への対策が主になってくる。どの程
度の額を国民に配るかという話は4月
半ばでも続いている。非常事態宣言の
発令をギリギリまで躊躇したのもその
経済的打撃への懸念である。発令にあ
たって安倍は経済は「戦後最大の危
機」と述べているのも、そのことを示して
いる。いつのまにか感染防止は二義的
な位置づけになってしまったということ
である。
　4月5日のNHK討論では西村経済
再生担当相が「東京都の外出自粛を

続けていけば終息できる。これを続け
ていくことが大事だ」と述べている。世
界の感染状況とコロナの感染力を常
識で考えればその認識の甘さは驚くべ
きものである。日本の中枢は感染防止
の軸と経済対策の軸の優先度を逆転
してしまったと言わざるを得ない。
　都知事の小池が一貫して「都民の
命」を守ることを最優先し、ロックダウ
ンに近いところまで厳しく休業要請して
いるのとは大違いである。社会的混乱、
経済恐慌、世論の反発、それらへの懸
念の前に思い切った感染防止策を躊
躇し立ちすくむように日本中枢はある。
泥縄のように次 と々経済政策を打ち出
すが正面の敵はいまだ正体不明のウィ
ルスである。ウィルスに立ち向かわなけ
れば国民の命が危ういという当たり前
のことが日々変わる状況の中でも一貫
していなければ、平たく言えば腹が座っ

ていなければ、欧米以上の惨状をたぶ
んこの日本でも目の当たりにするであろ
う。
　ユニクロの柳井は「戦後最大の人類
の危機」とコメントし、ビルゲイツは
「100年に一度の危機」と発信してい
る。COVID-19新型ウィルスの日本総
攻撃は始まったばかりである。
　真偽不明の情報はあふれ、政治家
や評論家、専門家は危機をあおり安心
を語るが、コロナ禍を克服するために
必要なものは安全で効力のあるワクチ
ンの開発に尽きる。それ以外に方策が
あるはずがない。だからこそ「公衆衛生
事件」なのである。
　戦後平和日本、この危機の中でさえ
混在する日本中枢の楽観それが命取
りにならないことを祈るばかりである。
　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　    cosmoloop.22k@nifty.com
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